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四半期活動レポート（2023年10月-12月）

Fukuoka Smart City Communityについて

進捗のご報告
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 福岡大学付属大濠中学校職場体験

▶ 参加者の声
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 「はぐくむふくおかプロジェクト」

▶ プロジェクト概要
▶ 「福岡発 パパによる パパのための パパっと作れるごはん集」制作
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▶ 全体会議（毎月1回）
▶ 「プロジェクトF」

定例での活動について

■ ふくおかフィナンシャルグループ提供のラジオ番組

　「FFG presents おしえて！みっちゃん」放送開始

その他の共創プロジェクトP. 07

P. 06

P. 05

▶ メディア報告
▶ 井戸端会議開催

▶ 各社プログラム一覧と実施の様子

● 株式会社グッデイ　● 九州旅客鉄道株式会社

● 西部ガスホールディングス株式会社

● 西日本鉄道株式会社　● 株式会社福岡銀行

● LINEヤフーコミュニケーションズ株式会社　

● 株式会社西日本シティ銀行



Fukuoka Smart City Community について

次の100年も、みんなで福岡をつくるんだ

市民のニーズをもとに、
持続的な地域社会貢献に
取り組む

私たちが大切にすること

これまでの100年で、福岡は大きく成長を遂げました。

まちに誇りを持ち、よりよくするための声を唱えてきた市民、

暮らしの基盤となるサービスを生み出してきた企業、

自治体や学校も、みんなでつくってきたのが今の福岡です。

私たちFukuoka Smart City Communityは

次の100年もそうであって欲しいと願い、

みんながまちづくりに携わる場や機会をつくります。

日々、多くの市民と接する企業が集まる多様なコミュニティだからこそ、

今後ますます複雑化するまちのニーズに丁寧に向き合いたい。

デジタルに限定しない解決策をみんなとともに考え、解決していくことで、

福岡が100年先も選ばれるまちになることに貢献します。

博多や天神といった主要エリアの再開発が進む福岡のまちは、現在大きな変化の真っ只中にあります。

そして、長く続く感染症の流行も新たなフェーズに移行しようとしている2023年春以降は、その変化がより一層加速して

いくことが予想されます。そんな過渡期にある福岡で、FSCは発足3年目を迎えました。私たちはこれからも、その時々の

まちや市民のニーズと向き合い、課題を解決したり可能性を広げたりすることを目指して施策の実施を進めてまいります。

福岡に根ざす企業・自治体(オブザーバー)
の共同事業体として、市民の納得・満足を
追求しながら活動し続けます。

自治体/企業/市民の
セクショナリズムを超える

異なる専門知識やスキル、バックグラ
ウンドを持った企業が組織や役割を超え
てより高い価値を提供します。

抽象的な議論より具体的な
アウトプットを重視する

各企業のアセット活用などデジタルに
限定しない柔軟なアイデアで、市民のため
にできることをどんどん実行します。

福岡市
FUKUOKA CITY

※福岡市は
オブザーバーとして参画
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進捗のご報告

「はぐくむふくおかプロジェクト」始動1

2023年11月、福岡が将来にわたって子どもや子育て

世代に選ばれる街であることを目指す「はぐくむふく

おかプロジェクト」を始動しました。本プロジェクトでは

専用のLINE公式アカウントや座談会を通じて市民や

企業関係者の意見や要望を募り、福岡の地場企業の

グループとして子育てを応援する取り組みを検討・実施

します。テーマは全部で7つ。2023年11月以降、

それぞれのテーマに順番に焦点を当てながら、

を軸に取り組みを展開します。

育児・介護休業法の改正に伴い、男性の育児参加を促進する制度「産後パパ育休」

がスタートして2023年10月で１年となりました。FSCでは参画企業8社と

オブザーバーの福岡市の中で、育休取得経験のある男性従業員・職員計9人を

取り上げ、彼らが家庭で実践する料理レシピ集「福岡発パパによるパパの

ためのパパっと作れるごはん集」を制作しました。
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子育て 地域コミュニティ

「はぐくむふくおかプロジェクト」公式サイト：
https://lin.ee/E3NWPb6/prmt/fsc/pr

URL : https://fukuoka.smartcity-community.jp/hagukumu/202307/assets/images/pdf/papa_recipe.pdf

■地元企業や市民とともに福岡の子育てを応援するプロジェクト

①FSC参画企業内で子育てを応援する雰囲気を醸成する

②市民とともに意見やアイデアを出し合う

ID：@906eksoc
友だち追加リンク： https://lin.ee/IHnYsGK

はぐくむふくおかプロジェクト
LINE公式アカウント

ID：@FSC_community
フォローリンク： https://lin.ee/IitMN85/prmt/ly/pr

FSC公式X(旧Twitter)

子育て関連イベント情報の受信や
アンケート回答ができるSNS

1.思いやりをはぐくむ

2.親の困りごとを解決できる仕組みをはぐくむ

3.職場の前向きな変化をはぐくむ

4.子どもの学ぶ姿勢をはぐくむ

5.大人のチャンスをはぐくむ

6.安心感をはぐくむ

7.豊かなコミュニティをはぐくむ

〈 七つのテーマ 〉

▶ プロジェクト概要

▶ 「福岡発 パパによる パパのための パパっと作れるごはん集」制作



「思いやりをはぐくむ」をテーマに福岡の公共交通と思いやりについてFSCに参画する企業・団体の所属メンバー

17名が「子育て未経験」と「絶賛子育て中」、「子育てベテラン」に分かれてディスカッションを行いました。

共通の考え方としてみられたのが、「公共交通機関での良い雰囲気はみ

んなで作る」という考え方です。公共交通機関は多様な人々が利用する

場であり、それに伴って様々な困りごとが生じます。だからこそお互いに

思いやりをもって行動することが重要視されました。

● 子育て経験あり、なしで意見の違い感じ方の
違いがあっておもしろかったです。
● こういう活動で思いやりの輪が広がると良い
なと感じました。
● 同世代の方々の意見、困りごとなど共感する
部分や学びが多くありました。
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～参加者の声～

やさしい気持ちで利用する

公共交通にはいろんな人が乗っていることを

意識し、ちょっと心がけて乗ってみる

#周りを見渡す #意識する

率先して優先席に座り、譲る

電車やバスで席を譲るのはなかなか勇気がいる

率先して優先席を利用し、譲ることで本当に席を必要

としている人にみんなが席を譲る思いやりを持とう

#行動

思いやりを感じた出来事を発信する

子育て世代にとって公共交通機関は悪いことばかり

ではなく、いろんな思いやりが感じられる

どんどん発信して、いろんな人に知ってもらおう

#体験の発信

自然な思いやりを大切に

思いやりは無理やり持つものではないからこそ

自然に生まれた思いやりを大切にしていきたい

#自然な思いやり

子育てベテラン班 子育て中班①

子育て中班② 子育て未経験班

▶各班の具体アクション

「公共交通機関での良い雰囲気はみんなで作る」

▶ パブリシティ

▶ 井戸端会議開催

▶ 参加後アンケート 

大変満足

満足

その他40%

57%

3%

97%
参加者満足度 参加者満足度 

朝日新聞　

テレビ西日本　

西日本新聞　



福岡大学付属大濠中学校職場体験2 教育 地域コミュニティ
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FSCでは、「みんなで福岡をつくる」を体現するためのアクションの一環として、将来のまちの担い手である学生たちと

の協働にも力を入れています。2023年10月には、福岡大学附属大濠中学校の2年生約170名がFSCの会員企業の

オフィスやビジネスの現場を訪問する職場体験企画を実施しました。各社が金融・小売・交通・ITなどの実施テーマを

掲げ、生徒が訪問先を選択する形式で、見学や体験、ワークショップなどのプログラムに参加しました。

今回の職場体験を通して、仕事のイメージが
「疲れて難しいもの」→「やりがいがあり楽しいもの」に変わり、
将来仕事をすることが楽しみになった。

参加者の声

生
徒
A

実際に働く人を見て働く意義を理解でき、自分の将来についても
考えるきっかけとなりました。

生
徒
B

ワークショップを通して
自分の意志や意見を相
手に伝えることの大切
さを実感した。

生
徒
C

正解がないものをみんなで考え、大勢の人の前で発表することが
なかったので生徒たちにとって大きな学びとなりました。

親の職業しか知らない子ども達ですが、
現場を見たり社員の方と話す機会を設けていただき大変有難いです。

生
徒
D

保
護
者

教
員

仕事を通して社会や
人の為になることを
している姿が素敵だ
と思った。
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▶ 各社プログラム一覧と実施の様子

株式会社グッデイ

構成

第1部 職場見学・体験 実際に体験をし、現場を知る

体験したことを活かし、自分で考え、意見を出すワークショップ

内容 目的

第2部

九州旅客鉄道株式会社

西部ガスホールディングス株式会社

第
1
部

グッデイ姪浜店ツアー
取り扱う商品を知ってもらい、
生活を便利にするお手伝いをする
ホームセンターを理解する

『くらしの中の”困った”を解決するツール
をつくろう』をテーマに5つのお題に対し、
3DCADでアイディアをデザインし、
3Dプリンターでものづくり体験

ワーク
ショップ

第
2
部

第
1
部

●博多駅見学
●駅の業務体験
●博多駅長特講
●新幹線乗務所説明
●新幹線のシュミレーター体験
●新幹線の乗務員の業務説明体験

「JR九州×学生アイデア」座談会
各系統社員との座談会
「JR九州×学生アイデア」

ワーク
ショップ

第
2
部

第
1
部

●西部ガスグループの事業内容
  （調達、供給、販売、新規事業）
●身近に使える便利で快適な
  エネルギーを体感
（ヒナタ館内ツアー・お菓子作り）

●防災について考えよう！
～大規模地震（震度6程度）発生時に
取るべき行動とは？～
●フードロスについて考えよう！
～フードロスの課題を解決するために、
一人ひとりにできることは？～

ワーク
ショップ

第
2
部

職場見学・
体験

職場見学・
体験

職場見学・
体験

 知られざるガスの世界の体験と、
防災と環境について考える！

<テーマ>

 鉄道業務から地方創生など、各系統社員との
交流を通じてこれからのまちを考える

<テーマ>

『くらしの中の“困った”を解決しよう』
3Dモデリング体験

<テーマ>

※JR九州がこういうことをしたらどうかを
　学生と各系統の社員とディスカッション



西日本鉄道株式会社

株式会社福岡銀行

LINEヤフーコミュニケーションズ株式会社

第
1
部

●燃料節約体験車の体験
●レトロフィット電気バスの試乗および
  車両見学
●西鉄の事業紹介

「福岡のまちの課題」に対する
解決方法の提案ワーク

ショップ

第
2
部

第
1
部

●銀行員の仕事体験（札勘定,電卓）
札紙幣勘定などの銀行員の仕事体験
●中学生から知っておくべきお金のこと
（中学生からできる貯蓄方法・貯蓄から投資へ）
●起業をするとは～公認会計士からの講義～
●オフィスツアー

体験してみよう！
賢いお金の積み立て方

ワーク
ショップ

第
2
部

第
1
部

カスタマーケアのお仕事体験
スマートシティの代表プロジェクトを
LINE公式アカウントを使い
デモンストレーションオフィスツアー

「福岡のまちの課題」を挙げ
LINEを使った解決の提案

職場見学・
体験

職場見学・
体験

職場見学・
体験

ワーク
ショップ

第
2
部

株式会社西日本シティ銀行

第
1
部

●施設見学
●「お金の学校」
～お金と銀行の役割について～

「街-1（まちわん）カード」を使った
SDGs体験

職場見学・
体験

ワーク
ショップ

第
2
部
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  夢を描く～理想の職業増～
<テーマ>

 地球の課題＆まちの課題・
西鉄グループの事業を通して考えてみよう

<テーマ>

 ダイバーシティな職場や、
LINEを使ったまちづくりの体験

<テーマ>

 地域社会における銀行の役割を学び、
「街‐１カード」を使った企画業務を体験する

<テーマ>

※西鉄バス研修センターで実施

※さまざまな事業を展開する西鉄だからこそ
できる解決策は何だろう？

LINE



その他の共創プロジェクト

■ふくおかフィナンシャルグループ提供のラジオ番組
　「FFG presents おしえて！みっちゃん」放送開始
主催：LOVEFM（西鉄グループ）にて放送中　FSC会員企業：西日本鉄道株式会社 / 株式会社福岡銀行

番組情報 : https://lovefm.co.jp/ffg_oshiete/programs/more

▼ 放送時間
毎週火曜日20:30～［30分間］
radiko（https://radiko.jp）でも
お聴きいただけます

▼ 放送局
LOVE FM（ラブエフエム）

周波数：76.1MHz
エリア：福岡県全域、佐賀県、熊本県、長崎県、大分県の一部

■ FFG公式YouTubeアカウント https://www.youtube.com/@ffg6528

■ お金の豆知識［バタさん&みっちゃん］
https://youtube.com/playlist?list=PLE20aSWzvNNA5UHgrOMocNMK9biVon_Os&si=R-ytsFWq22xNDtzX

FFG公式YouTubeアカウントなどでMCを務める「みっちゃん」、
ラジオDJの佐藤ともやす氏と一緒にお金にまつわるいろんな
情報を楽しく学ぶ30分間。リスナーから寄せられるお悩みを
解決したり、最新のニュースに触れたりしながら金融知識を身に
つけられます。
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地域コミュニティ

＜FFG公式YouTube＞

「FFG presents おしえて！みっちゃん」



会員企業の担当者全員が一堂に会する全体会議を毎月１回実施。各社のアセットや知見を共有しながら、

注力テーマに沿った企画や具体的な施策案についてディスカッションを行なっています。

7～9月期には以下の日程にて実施しました。

市民を取り巻く環境が目まぐるしく変化する昨今において、課題解決を行うための鍵は、「0→1で何か新しいサービス

を創り上げていくこと」よりも、会員企業が持つ「既存のアセットやデータを有効活用し、スピード重視でアウトプット

していくこと」であると考えています。 今後もFSCでは、強固な協力体制で複雑化するまちのニーズへ丁寧に向き合い、

解決策を社会実装することを通して、福岡が100年先も選ばれるまちになることに貢献してまいります。

毎月の全体会議にて、各社持ち寄りで知見を共有するプロジェクト。今回のテーマは「自由」。

7～9月期には以下の企業が発表を行いました。

▶全体会議(毎月1回)

● 10月12日（木）　● 11月2日（木）　● 12月7日（木）

● 10月：LINEヤフーコミュニケーションズ株式会社「福岡市粗大ごみ受付LINE公式アカウントリニューアルについて」
● 11月：嘉穂無線ホールディングス株式会社「グッデイはなぜ空き家をリノベするのか？」
● 12月：福岡地所株式会社「 オフィスビルの新しい在り方について-弊社開発事例より-」

▶「プロジェクトF」

定例での活動について

〈Fukuoka Smart City Community 概要〉
名称／Fukuoka Smart City Community
事務局所在地／福岡県福岡市博多区博多駅中央街8-1 JRJP 博多ビル 12F
設立日／2020年10月14日
主な事業内容／市民参加型のスマートシティの実現に向けた、情報収集、情報共有、相談、イベント開催、サービス提供・開発及び
PRの機会の提供
サイト／https://fukuoka.smartcity-community.jp

※写真はイメージです
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